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21
世
紀
の
儒
教
の
意
義
を
考
え
る日

本
中
国
学
会
大
会

毎
日
新
聞
夕
刊
「
文
化
／
批
評
と
表
現
」
欄

一
九
九
三
年
九
月
三
十
日
（
木
）

日
本
中
国
学
会
（
伊
藤
漱
平
会
長
）
四
五
回
大
会
が
二
十
五
、

二
十
六
日
、
大
阪
府
吹
田
市
の
市
文
化
会
館
で
開
か
れ
た
。
中

国
関
係
で
は
日
本
で
最
大
の
学
会
で
、
約
五
百
人
が
参
加
、
研

究
発
表
に
耳
を
傾
け
た
が
、
今
回
は
「
専
門
領
域
か
ら
の
脱
出

を
」
と
会
員
外
の
島
田
虔
次
・
京
都
大
名
誉
教
授
、
作
家
の
陳

舜
臣
氏
、
佐
藤
慎
一
・
東
大
教
授
を
招
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
い
た
。

テ
ー
マ
は
「
儒
教
と
二
十
一
世
紀
と
」
。
「
最
近
、
経
済
発

展
し
て
い
る
東
ア
ジ
ア
の
国
々
が
中
国
を
含
め
、
そ
ろ
っ
て
、

儒
教
を
文
化
の
土
壌
に
し
て
い
る
。
欧
米
の
研
究
者
が
儒
教
を

見
直
す
動
き
を
見
せ
、
そ
の
流
れ
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
い
っ

た
い
、
儒
教
は
二
十
一
世
紀
に
も
東
ア
ジ
ア
で
価
値
を
持
ち
続

け
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
儒
教
は
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ス
ペ
ク
ト

（
側
面
）
を
も
っ
て
い
る
が
、
儒
教
と
は
何
か
」
と
い
う
問
題

意
識
か
ら
設
定
さ
れ
た
。

島
田
氏
は
「
思
想
と
し
て
の
儒
教
の
積
極
的
意
義
を
擁
護
し

た
い
。
そ
れ
は
、
結
局
、
天
下
と
い
う
、
政
治
の
問
題
に
ど
う

対
処
す
る
か
と
い
う
問
題
に
な
る
」
と
、
訴
え
た
。
ま
た
陳
氏

は
、
血
統
と
出
身
地
を
背
景
に
し
た
、
礼
節
の
問
題
を
具
体
的

な
場
面
に
即
し
て
語
り
な
が
ら
、
「
儒
教
の
批
判
精
神
、
あ
る

2
 

い
は
抗
議
精
神
を
発
掘
す
べ
き
だ
。
日
本
は
受
験
儒
教
の
弊
害
）4

 

か
ら
免
れ
、
よ
り
広
い
世
界
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
二
十
(

一
世
紀
の
儒
学
は
『
儒
』
と
い
う
枠
を
は
ず
し
て
、
ひ
ろ
い
世

界
に
、
自
由
な
思
考
を
向
け
る
こ
と
に
な
る
。
最
終
的
に
は
、

世
の
中
に
責
任
を
持
つ
と
い
う
倫
理
が
一
番
重
要
な
概
念
と
し

て
、
残
る
の
で
は
な
い
か
」
と
語
っ
て
い
た
。
会
場
か
ら
の
質

問
も
相
次
い
だ
が
、
最
近
の
経
済
発
展
を
支
え
る
パ
ワ
ー
と
儒

教
と
の
関
連
な
ど
に
は
、
触
れ
ず
じ
ま
い
だ
っ
た
。



1311 

停
滞
の
思
想
の
代
表
格
だ
っ
た
儒
教
が
改
め
て
注
目
さ
れ
た

の
は
、
世
界
的
に
経
済
の
停
滞
が
見
ら
れ
だ
し
た
一
九
八
0
年

代
以
降
、
儒
教
文
化
を
共
有
す
る
東
ア
ジ
ア
の
国
々
が
大
き
く

発
展
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
日
本
中
国
学
会
主
催
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
儒
教
と
二
十
一
世
紀
と
」
が
こ
の
ほ
ど
、
大

阪
府
吹
田
市
内
で
開
か
れ
、
島
田
虔
次
・
京
大
名
誉
教
授
と
作

家
の
陳
舜
臣
氏
が
、
近
年
の
儒
教
評
価
の
潮
流
を
視
界
に
入
れ

つ
つ
基
調
報
告
を
し
た
。
論
議
を
通
し
て
日
本
儒
教
の
特
異
性

が
浮
か
び
あ
が
る
形
と
な
っ
た
。

島
田
氏
は
「
私
は
儒
教
を
擁
護
す
る
」
と
明
言
し
、
一
般
に

考
え
ら
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
儒
教
像
を
、
十
七
世

紀
、
明
末
清
初
の
学
者
・
黄
宗
義
の
著
作
を
通
し
て
説
明
し
た
。

例
え
ば
「
太
学
（
首
都
の
別
格
の
大
学
）
の
学
長
に
は
時
の
最

「
忠
」
突
出
の
日
本
儒
教

特
異
さ
が
浮
き
彫
り
に

大
阪
で
シ
ン
ポ

朝
日
新
聞
夕
刊
「
文
化
／
点
描
」
欄

一
九
九
三
年
十
月
一
日
（
金
）

高
の
学
者
を
任
命
し
、
そ
の
地
位
は
宰
相
と
同
じ
と
す
る
。
天

子
は
毎
月
一
日
、
学
生
の
席
に
列
し
て
学
長
の
講
義
を
聴
く
。

学
長
は
政
治
の
欠
点
を
直
言
す
る
」
と
い
う
彼
の
大
学
論
に
、

上
質
な
儒
教
本
来
の
思
想
が
あ
る
と
し
た
。

さ
ら
に
島
田
氏
は
、
日
本
の
儒
学
で
は
武
士
的
な
忠
・
孝
が

い
と

重
視
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
「
忠
と
は
主
君
が
愛
し
く
て
愛
し

く
て
た
ま
ら
な
い
、
恋
愛
の
よ
う
な
も
の
に
ま
で
な
っ
た
」
と

指
摘
し
、
理
屈
抜
き
で
主
君
に
命
を
さ
さ
げ
る
よ
う
な
世
界
と
、

黄
宗
義
の
大
学
論
と
を
比
べ
る
べ
き
だ
と
述
べ
た
。

陳
舜
臣
氏
も
「
忠
が
突
出
し
た
日
本
儒
教
は
中
国
と
違
う
。

中
国
で
は
儒
教
は
『
公
』
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
『
個
』

に
か
か
わ
る
の
は
仏
教
・
道
教
と
思
う
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
中

国
で
は
姓
・
出
身
地
を
同
じ
く
す
る
血
縁
家
族
の
団
結
が
固
く
、

そ
こ
か
ら
激
し
い
相
互
の
闘
争
も
起
こ
る
が
、
国
家
の
観
念
は

今
も
薄
い
」
と
、
個
人
的
色
彩
の
濃
い
忠
が
国
家
と
絡
み
合
う

日
本
の
特
異
性
を
示
唆
し
た
。

最
後
に
司
会
の
河
田
悌
一
•
関
西
大
教
授
が
「
儒
教
が
二
十

一
世
紀
に
期
待
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
何
か
」
と
質
問

し
た
。
陳
氏
は
「
儒
教
の
精
神
は
こ
の
世
に
責
任
を
も
つ
点
に

こ
そ
あ
る
。
支
配
の
道
具
と
な
っ
た
体
制
内
儒
教
以
前
の
姿
に

(143) 
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儒
教
と
い
え
ば
孔
子
、
孔
子
と
い
え
ば
『
論
語
』
。
人
間
と

言
行
録
そ
の
も
の
の
魅
力
は
別
に
し
て
、
儒
教
と
は
堅
苦
し
い

道
徳
的
修
養
や
倫
理
の
源
泉
で
あ
り
、
封
建
社
会
の
人
間
関
係

を
固
定
化
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
い
う
印
象
が
、
い
ま
だ
に
根

強
い
の
で
は
な
い
か
。

「
過
去
の
遺
物
」
と
批
判
は
さ
れ
て
も
、
新
鮮
な
剌
激
を
受

体
制
へ
の
批
判
息
づ
く
儒
教

現
代
的
な
意
義
探
る
シ
ン
ポ

読
売
新
聞
夕
刊
「
文
化
／
無
題
」
欄

一
九
九
三
年
十
月
九
日
（
土
）

戻
れ
ば
素
晴
ら
し
い
資
源
と
な
る
」
。
島
田
氏
は
「
こ
の
世
に

責
任
を
も
つ
と
は
、
結
局
は
政
治
に
な
る
。
政
治
の
あ
り
方
を

考
え
続
け
る
こ
と
に
、
儒
教
の
使
命
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
ゲ
ス
ト
の
佐
藤
慎
一
・
東
京
大
教
授
は
「
平
和
・
人

権
・
活
力
の
あ
る
二
十
一
世
紀
の
達
成
へ
、
個
々
人
で
考
え
る

し
か
な
い
。
そ
の
場
合
、
ど
の
よ
う
な
儒
教
像
を
描
い
て
も
自

由
だ
が
、
上
か
ら
の
押
し
つ
け
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
、
井

波
律
子
・
金
沢
大
教
授
は
「
人
と
人
と
の
関
係
の
中
に
文
化
が

あ
る
。
関
係
性
を
権
力
的
に
固
定
さ
せ
る
力
と
し
て
儒
教
が
あ

る
な
ら
、
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
と
い
う
し
か
な
い
。
権
力
性
を
除

去
で
き
れ
ば
、
高
度
な
関
係
性
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
生
か
し
、
有

効
性
を
発
揮
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
語
っ
た
。

け
た
り
共
感
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
い
儒
教
に
つ
い
て
、
そ
の
現

代
的
意
義
や
未
来
へ
の
可
能
性
を
探
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
大

阪
府
吹
田
市
で
開
催
さ
れ
た
日
本
中
国
学
会
の
一
企
画
と
し
て

行
わ
れ
た
。
な
か
で
も
島
田
虔
次
氏
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

と
、
陳
舜
臣
氏
（
作
家
）
の
講
演
は
、
儒
教
に
対
す
る
古
臭
い

先
入
観
を
覆
す
発
見
に
満
ち
た
も
の
だ
っ
た
。

島
田
氏
は
、
思
想
と
し
て
の
儒
教
を
朱
子
学
か
ら
陽
明
学
の

ラ
イ
ン
で
考
え
た
と
き
、
特
筆
す
べ
き
は
「
学
ぶ
こ
と
」
を
め

ぐ
る
「
学
校
」
の
あ
り
か
た
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

宋
代
以
後
の
中
国
で
は
、
在
野
の
読
書
人
に
よ
る
イ
ン
フ
ォ

ー
マ
ル
な
教
育
集
団
・
政
治
集
団
が
多
く
作
ら
れ
た
。
私
立
の

学
校
と
し
て
の
「
書
院
」
で
あ
る
。
「
中
国
の
ル
ソ
ー
」
と
さ

(144) 
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河
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田

知

子

吉

永

慎

二

郎

串

田

久

治

塩

出

雅

大

形

徹

鵜

飼

尚

代

湯

浅

邦

弘

滝

野

邦

雄

佐

藤

一

好

竹

田

健

二

寺

門

日

出

男

杉

山

一

也

藤

居

岳

人

湯

城

吉

信

矢

羽

野

隆

男

神

林

裕

子

田

中

佳

哉

釜

田

啓

市

古

賀

芳

枝

辰

巳

聰

中

野

三

朝

藤

井

久

美

子

李

文

英

福

島

吉

彦

深

澤

一

幸

坂

内

千

里

南

〔
日
本
中
国
学
会
第
四
十
五
回
大
会
準
備
会
委
員
名
簿
〕

昌

宏

れ
る
黄
宗
義
の
『
明
夷
待
訪
録
』
は
在
野
の
「
清
議
」
の
正
当

性
を
主
張
し
、
そ
れ
が
政
治
機
構
に
制
度
化
さ
れ
る
べ
き
こ
と

を
述
べ
、
学
校
の
決
定
権
を
「
君
主
権
」
に
優
越
す
る
も
の
と

位
置
つ
け
た
。
士
大
夫
（
官
僚
、
イ
ン
テ
リ
）
階
級
と
い
う
限

定
は
あ
る
も
の
の
、
そ
こ
に
「
人
民
主
権
の
原
則
」
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

黄
宗
義
に
よ
る
と
、
人
君
（
君
主
）
と
は
、
本
来
エ
ゴ
イ
ス

ト
で
あ
る
人
間
の
社
会
に
あ
っ
て
、
公
の
利
益
の
追
求
と
い
う
、

割
に
あ
わ
ぬ
仕
事
を
買
っ
て
出
た
人
物
。
「
天
下
が
主
で
人
君

は
客
」
す
な
わ
ち
君
主
や
臣
下
が
仕
え
る
の
は
天
下
万
民
の
た

め
と
い
う
「
人
民
主
権
」
の
考
え
方
が
基
本
に
あ
る
。

陳
舜
臣
氏
も
言
う
。
国
教
と
な
り
体
制
に
組
み
入
れ
ら
れ
る

以
前
の
儒
教
に
は
、
積
極
的
に
政
治
に
参
加
し
、
君
主
に
仕
え

る
に
は
「
こ
れ
を
犯
せ
」
と
助
言
し
た
孔
子
の
「
抗
議
精
神
」

あ
る
い
は
体
制
へ
の
「
批
判
精
神
」
が
、
み
ず
み
ず
し
く
息
づ

い
て
い
た
の
だ
と
。
だ
か
ら
こ
そ
儒
教
は
永
ら
く
反
体
制
と
み

な
さ
れ
、
「
焚
書
坑
儒
」
の
弾
圧
を
う
け
た
の
で
あ
る
。
後
世

の
「
書
院
」
も
、
朝
廷
と
対
立
し
た
。

そ
の
長
い
歴
史
と
伝
統
か
ら
見
る
と
、
儒
教
は
決
し
て
一
枚

岩
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
〈
儒
教
と
21
世
紀
と
〉
と
い
う

や
や
無
理
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
が
、
素
直
に
納
得
で
き
）5
 

4
 

た

一

日

だ

っ

た

。

（

英

）

（


